
湯田地区コミュニティ運営協議会



❐湯田地区３大行事の取組みにみる、ｺﾛﾅ禍における事業推進方針

❐湯田地区の安心安全に向けた取組み

～湯田地区「防災の日」総合避難訓練＆ふれあい安心安全フェスタ～

～やめることを考える前に、
どうしたら出来るかを考えて･･･～



❐湯田地区３大行事の取組みにみる、

コロナ禍における事業推進方針



❖湯田地区３大行事 とは

①湯田地区町内親睦大運動会 （5月第2日曜日）

➣春の一大スポーツイベント 【参加数;約2,000人】

➁湯田地区防災の日総合避難訓練

＆ふれあい安心安全フェスタ （9月最終日曜日）

➣皆で学習！地域防災力向上を目指して【参加数;約1,000人】

③湯田ふるさとまつり （10月第3土･日曜日）

➣老若男女一堂に集い、みんなが主役 【参加数;約4,500人】



❖事業取組みの基本姿勢

➊やめることを考える前に、

どうしたら出来るかを考える！

➣皆で考え、皆で実行（否定的意見はNG､前向きな意見出し）
☞実行委員会組織の立上げと役割分担で皆が参画

➣やれることは、なんでもする
☞関係各機関との調整､連携･信頼関係の構築強化

➣コミュ事務局のハブ機能の発揮



❖事業取組みの基本姿勢

➋主役は地区住民！３世代交流の場づくり
➣計画(企画)することが目的ではなく､

参加者がいかに楽しめるかを考える

☞会話が生まれ､笑顔が弾ける

➌小･中学校連携による、子供たちの参加促進
➣小学校･･･地域への愛着心づくり（子ども心の醸成）

☞親世代､爺婆世代の連れ出し

➣中学校･･･主体者として積極的に企画段階から参画を促す

☞地域との関わりの深化（日頃から挨拶運動の加速）



【事例１】

Ⅰ)参加者の受け入れの工夫

①事前登録制 （紐付けと総数制限）

②入門ゲートの設置 （入場整理(密の緩和)）

③リストバンドの活用 （安全確認(ﾁｪｯｸ済の明確化）
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【事例１】

Ⅰ)参加者の受け入れの工夫

①事前登録制 （紐付けと総数制限）

②入門ゲートの設置 （入場整理(密の緩和)）

③リストバンドの活用 （安全確認(ﾁｪｯｸ済の明確化）

Ⅱ)事前確認（根回し）

①県市防災危機管理部門との調整（リスク担保）

➁町内会との意思合わせ（共通認識と有事の際の確認）



Ⅲ)競技内容の工夫

①定番競技のコロナバージョン

玉入れ､綱引き､台風の目(竿棒ﾘﾚｰ)における工夫

➣距離の確保 一定間隔の確保 (ﾏｰｷﾝｸﾞ等)

➣接触の回避 競技中ビニール手袋使用

➣消毒の励行

➁競技進行時の密の回避

本部･町内役員が連携強化し､選手集合の分散化を図る

➣開会式の簡素化

➣選手集合の分散化 事前召集を廃止し直接町内テントから



“湯田地区「防災の日」総合避難訓練＆ふれあい安心安全

フェスタ”等を通じて、地域住民が防災関連イベントを直接体験し、

自らが学び、「災害」や「防災･減災」「自助･近助･共助」

を自分事として感じてもらい、日頃からの家族内での会話に繋げ、

以って地域の安心安全意識を醸成し、地域及び個の防災力の向上

を図ると共に観光地湯田の安心安全を訪れる人々に提供する。

【事例２】

✥毎年9月の最終日曜日を湯田地区『防災の日』としてH30年に制定



【第１期】子供の居場所づくり

✅子ども中心の居場所づくり（校外教育）の一環として開催

地区１団体（湯田地区ふるさとづくり推進協議会）の取組み

参加団体 警察、消防、日赤、ふるさとづくり

【第２期】地域の触れ合いの場の創造 ～個のレベルでの防災意識の醸成～

✅地域住民３世代のふれあいの場の創造と地域団体の取り込み
地区ｺﾐｭ協の立上げと共に発足した安心安全部会が中心となって推進

外部団体招へいの拡大と地区内諸団体の参画

【第３期】町内会連合会との連携 ～地域としての防災力向上を推進～

✅地域全体へ防災意識を浸透･共有化促進･･･湯田地区「防災の日」総合避難訓練の実施
上記に加え､町内会(自主防災会)/地区社協も主体者として参画（組織強化）

地域防災リーダーの育成･強化、地元消防団との顔の見える関係づくり

❖安心安全フェスタ取組みの狙いの変遷



取組みのポイント(１)

❃体験型イベントの拡充 ➮➮➮ 楽しく学ぶ

・外部招へい団体の拡充、事前調整

・スタンプラリー形式の運営

・防災福引、防災餅まき等の実施

❃子どもを巻き込む ➮➮➮ 親､爺婆世代も引き連れて

・中学生の参画 ボランティアサークル（ＶＳ活動）/ クラブ単位

⇒イベント支援（運営補助/訓練参加)、会場設営・撤去、看板製作

・小学生の参画 防災に関わる標語や絵画の募集、展示

❃あの手この手 ➮➮➮ 興味を引く

・消防による災害対応等訓練展示 生の活動(迫力)を目の前で



❃関連主要団体を巻き込んだ（主体性を持たせた）運営

①町内会連合会との共催

・自主防災組織の育成～自主防災組織の参画による活動の補強

➣地区組織･･･情報の伝達共有化､単組間の繋ぎ➮自前避難所の取組み等情報共有

単一組織･･･町内会単位の避難行動訓練➮情報伝達から避難所(小学校)避難まで

➣防災リーダー育成･･･専門家による各種防災関連講座や実技研修の実施

➁主要団体(地区社協、消防分団）との連携

・地区社協､民児協：総合避難訓練主導、避難所開設及び受け入れ

・地区消防分団：消防関連イベントの運営や活動紹介（顔の見える関係づくり）

取組みのポイント(２ー１)



③小､中学校を巻き込んだ運営

・校長を始め教職員や生徒のイベント参加

➣大規模避難所(体育館)運営ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝや避難器具活用訓練

➣各種訓練やイベントへの参加で災害をより身近なものに

☞シェイクアウト訓練､セルフレスキュー､防災関連標語･絵画作成

・中学生の積極参加に向けた働き掛け

➣イベント参加から運営協力(設営､撤収､進行)へ･･･クラブ単位､VS活動にて

④避難行動要支援者への連携

・湯田地区の誰一人として、置き去りにすることなく｡｡｡

➣湯田地域避難行動要支援者96名に対し、個別避難ﾏｲﾌﾟﾗﾝお届け時に

行事開催の案内と湯田地域防災の考え方について周知

取組みのポイント(２ー２)



今後に向けた課題、想い

湯田地区の目指すべき方向性

❃湯田温泉パーク建設を起爆剤とした新たなコミュニティ活動の推進

❃ 湯田地域の特徴を更に進（深）化させた取組みの推進

・温泉､歴史資源の活用➮観光地、保養ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ機能の拡大

・旧街区を中心とした既存住宅地の活性化➮山口都市核づくりの一端を担う

により、住み良い湯田、おもてなしの湯田、そして地元愛あふれる湯田へ

これからのコミュニティ運営協議会の果たすべき役割とは？

➮人と人と・地域と人を繋ぐ、ハブステーションを目指して

住んでよし･訪れてよし➣➣➣住み良さを 未来へ繋ぐ 湯田のまち


